
 

 令和７年４月 1 日より、水質汚濁防止法に基づく一律排水基準の改正に伴い

「大腸菌群数」が「大腸菌数」に改定されます。改正の概要は下記のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 従来の基準 改正後の基準 

項  目 大腸菌群数 大腸菌数 

基 準 値 3,000 個／㎝³以下 800 CFU／ｍL 以下 

検定方法 
デゾキシコール酸塩寒天培地 

平板培養法 

特定酵素基質寒天培地 

平板培養法 

  

 このことに伴い当センターでは、令和７年 4 月 1 日受付分から「大腸菌群数」

の項目を「大腸菌数」に変更いたします。 

なお、手数料等については次のとおりです。 

 

手数料 

変更ありません。 

※使用する培地も変更となるため、金額を上げさせていただく場合も

あります。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

試料容器及び

採取方法 
採水容器や採水方法は従来どおりにお願いします。 

 

お問い合わせ先 

一般社団法人兵庫県水質保全センター 環境水質課 

TEL 078-306-6036 FAX078-306-3038 

E-mail  suishitsuka@hyogo-suishitsu.jp 

排水基準の見直しについて 

―「大腸菌群数」が「大腸菌数」に変わりますー 

 

 

 
大腸菌群数と大腸菌数の違い 

 
大腸菌群数：糞便のみに存在する菌種の他に土壌や水中を生息場所として

いる菌種や非糞便性の菌種も検出される。  

大腸菌数 ：糞便のみに存在する菌種 
 

改正後は、大腸菌群数中の大腸菌数だけを計測します。 

mailto:suishitsuka@hyogo-suishitsu.jp


＜参考＞ 

環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）に基づく水質汚濁に係る環境基準のう

ち、生活環境の保全に関する環境基準の項目とされてきた「大腸菌群数」は、そ

の指標性が低いことが指摘されていました。より簡便な大腸菌の培養技術が確

立されたことから、より的確に糞便性汚染を捉えることができる衛生微生物指

標である「大腸菌数」に令和 4 年 4 月に見直されました。 

こうした環境基準の見直し状況を踏まえ、公共用水域の水質の汚濁を防止す

るため、排出水の水質に関して「大腸菌群数」を定めている上記の政令に関し、

「大腸菌数」に見直す改正が行われました。 

 

■改正箇所 

法令 該当箇所 改定前 改定後 

水質汚濁防止法 

施行令 
第 3 条第 1 項第 11 大腸菌群数 大腸菌数 

建基準法施行令 

（法第 31 条第 2 項等

の規定に基づく汚物

処理性能に関する技

術的基準） 

第 32 条第 1 項第 2 号 

大腸菌群数 

1 立方センチメート

ルにつき 

3,000 個以下 

大腸菌数 

1 ミリリットル 

につき 800 コロニー

形成単位以下 

排水基準を定める

省令 
第 1 条別表第 2 

大腸菌群数 

許容限度 

日間平均 3,000（単

位 1 立方センチメー

トルにつき個） 

大腸菌数 

許容限度 

800 CFU（コロニー形

成単位）/mL 

下水道法施行令 

（放流水の水質の技

術上の基準） 

第 6 条第 1 項第 2 号 

大腸菌群数 

1 立方センチメート

ルにつき 

3,000 個以下 

大腸菌数 

1 ミリリットル 

につき 800 コロニー

形成単位以下 

 

■施行日 

 令和７年 4 月 1 日（火） 

 

■測定方法 

〇排水について 

  環境大臣が定める排水基準に基づく測定の平板法について、酵素基質培地

を用いた培地培養法に変更 

 

※ 環境水（河川等）について 

      環境基準に基づく公共用水域の測定については、これまでの最確法に

よる定量法からメンブレンフィルター法に変更 

 


